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MistukoKINJOP
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Abstract

Theal'm ofthispaperistoclar]'Eytheexpressiona)featuresOfOkinawanclassicaIdance,the

Takadera-MaTLZai,fromtheaestheticandkinematicpoirLtSOfyiew.

TheEollowi叩 StepSWeretakeninthisstudy;

I)川rningtheperformanceoftheTakadt=ra-Ma'LZai(8mm,16mm,and35tnn).TheperformerisMr.KoyQ

Shimabukuro,whoisoneoEfamot)sdancerinOkinawa.Heperformedthedancewitha)ftJllcostumed

styleandb)nocosttJmedbutthights8tyle.

2)tracingthefiguresoEdancemovementsbymeansoEprofi)eprojector,and

3)makingtheflowfigtJresofover)appingshapesofdancemovements.

TheTakadEra-ManzaI',OT)eOftheOtokO-Odori,iscomT)OSedoHotJrsongs.thatis.3)Mfchi.vtLki-

KudtLChi,②ManzaE-K8shI'-BtLShi.⑨ U/tLnSyari-Bushi,and㊨ senstLrtL-BtLShi.

IndancingtoMichz'yukL-KudtLChi.theperformerptJtOntheirstraw hats,weareOnblackkimonoand

leggings,andwalkwithsticks.Thisstylesymbolizethatthecharactersareawayfromhomeandpur-

suesthemurderoftheirfather.

TheeachchractershAyeamaskoflion,anddancetoMaTLZaE-KoshI'-BtLShI'. TheydancetO

UJunsyari-BtLShEandSen-StLrtL-BtLShiwithnoproperties.Inthissceneofthedancetheyarewaiting

thechancetokilltheenemy.ArLdtakerevengefortheirfather'sdeath.Anditrepresentsthespectac-

ularsceneoEthisdArtce.

TheTahadera-Manzaiiscomposedwiththreepartsofmovingtempo,thatis,static.fairlydynamic,

andextremelydynamic.

ThepAttertt80feffortshat)eOfTakad百ra-Manlaiwereclassfiedasfollowing;1)glide-direct,2)

press-directwithstrong,3)wri叩･StrOng,4)dab-directwithquick,5日lick･quick,and6)punchi-

quick.

WhatiscalledkEhon一血ChiisthebasicstandingpositionoEthisdance,andperformerbeginshis

motionfrotnthekI'hon一血chiinrubbingtheE)oorwithhissoleofafoot,thenreturnestohLhoTL-血chL',

Takade-ra-ManzaiischamcteriZedASits techniques,Ni血n-Bane, NI')'tL-GIれaktL,Ryo-Ashi-

KeTI'age-Tobi,Ryo-Ashl'-FtL7nikiri-TobI-.

滋Phys.Educ.,ConofEduc,Univ.oEtheRylJkyus.
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琉球ノくJ､芦孜fi''芋招胤 要 ･汀121.i.

は じ め に

沖孤のWJりに関する解説やyfrJりの特性に的 しては,す

でに多 くの胸係者が述べていることは周知o)とJ,･りであ

る｡しかしながら沖組の榊̀りがどのような卿的rlJl',,Jlこri･イJ'

し如何なる様式性をもつかについて,舞納滋li.i.にriHL
わ..r

た.運動 (動き,動作)の方法や技の詳細なIiLL述'/JTにつ

いての詳述はあまりなされてないのが曳状のようてあ/J｡

沖純のWJり (こ こでは主として舞台舞師をJ･.･す)a)作

品構造や舞棚の美的要素.美的特性は何かについて,J).ili!

過をt)ちつつ.作品個々の分析検討を試みるのかホ研IrL

の灘題であり,本研究の目的は.沖純の抑 りU)Rili綿班

を解明することである｡

これまでに.古典舞踊について,その代夷様式をもつ
51;｢

2偶の靭31fJ作E～.'.,名人的り ｢かぎやで風｣と女的rlり r絹
7?
lb｣(･.=ついて検.けしたが, ｢かぎやで風｣卯gJrJはiljをイl'

手にもつ,祝儀.祝斑のSfTJりで.めでたいというli･ぴu)

賂rl';･を榔りyl'h'とし. ".LH.JJ;)巾 村(州rJり" q人;i;i"a)i

部形式だれ r中的rJり｣は11.よそ .LL!Jl(転結"の凹榔flYt

成でまとめられており 頂.!り31ミル･jl'･"によるスタティッ

クな中に,懲勢,拭え,まわりjj,_Ir_r))J',T･･の)P/,)1)1
の形.一越u);lliq･jJの流れrJ)パターーンをもら ｢リ川･_糾ulrJ｣

として0)).りirr'Jな-Ljii'の形式,を･(∫Lたもので,スタティ
ックなLHこtfl'.根的な力作_の.･El抑されたもU)であった｡

迎動o)人きな)基本は ーpress叶 ーglide'そして

qwring"で腰部の収縮と他励か助さを/i-.みだす力 u))lL

点となり.lrt;心を止位に保托 して抹上を捕 りjJ上でlljく -

'ji･･LF をJil_み.ド方-の力の鋤きかけと扉j)1--の押 しだ

す力の))J両件が身体の部分 (I･.肢. 卜肢)に.川的fl･Lj･え,

たたみこむ戒心的拙さ (衣Jiii'45動 ･劫作)として特色つ'

けられるものであったし
'nitit･utlul

今山Iは ,リj舶 り (二才州 り) ｢l〔.7]'平山)j歳｣

(Takadcra manzai)についての検.付紙架を1･tH十J-ら(,

これらの桝lfnJ作品の検l汁は,拷H.lJを美的迎劫文化とし

ての側lIJJlからとらえ,巡動甥的および舞YE['JR'学lr･)比地か

ら作品の桐l戊 (糾み立て),拙さ (劫作,振 り,迎助)

のJB態仇,劫さの鹿本の形,構え等を追求するとともに

-迎の表別i'd!劫のスタイルをみ,作Lluの表仙 F>式や表別

内容をみることである｡

rJ;J述 したように今山綾.汁する和郎作品は ｢高:平良h歳｣

であるが,この踊りに側 しては次のような解脱がなされ

ている｡

tl)席 り 解 艶

歌伺解脱 10●

ど,と■.'iLl卜EUJ一歳は組棚 ｢万歳敵対｣中の科白 (仕純と台pi'1J)

から抜華 した邦蛸で就 (ll,遡行口説は舞踊というよりも

Ill.:I:らll.湖 に近い,-延の台辞を述べおわると(.'1時に.也

.瑞のinH･歌にのせて解約化された仕純にうつろCこの机
uJnlはEl川!.加'}3_LE朗[13の作で ｢威名の-j'-｣｢雌リ1':班 (lLtJ.'i:JJ
a)二人兄弟か(.g敢 高平良伽鈍 ('L:.lJ''ij')杏.汁r,とろという

.117j･J)もvr)で.I;糾l川)r放 ド僧｣を紡沸させる｡ ｢ノj才かふ

-3-Iu 卜ul)7.J17)-は先弟/Jl,:JJ'才蚤の花笠/Lに変装して小人
ノJri･,LJ.はせ敢 ul梢ーをjllいtti',+J:らLl摂るときの款HrL,ある｡J

trl
｢万歳かふす締 j

ノく点l.I.rJjJ'iJ･脚Ti-ij-う人は二月のfrtfi祭行●Jto)襟に

はり々lll.I/ri･まわ/I,か.それは一,=川拍 :.I;ljか七日ri･拭ん

-L,fJ.!.l'1)れ/loI,-々 'よ々からのAJ-施o)米!ま.i.いこのせるJJ;.

･卜街 ,7_At･二ィ.'､ため-))片))'V)fL'iみJILu_)･ri'さよ!)もtJ-,し.'')と

巾く1.i.-つ/こO .i肘細さ/.JLP1人 卜りの職人かでも拙っ′ことilL.㌔

H L/,ほどレ)比･jiな釣や).11'･･';'･:弛U)金梢をきJ,ぴlL,かに)'Ji
けてい/Ju (i'1HP;'風の装束)そのl遥者さんら;14'.L'if:;jやhJ･
脚を人/Jから祝細さTt,やんぎゃんぎと的鵜でJLWJる土い

ま-Frrl･トr人から称賛を博した｡村は今日も明Ll0)祝'Jlが

続 くよoJ

=1
｢おほんしゃり符｣

JLIはんLf,リ滞｣の入店は, F映りの人如古は破れ

恥 にHJJrj滋で .tLr.!iりなみ0)人如ではなく,いずれも片

輪作LtlJr様だがよく人 t)虫わめはでなFL-1岬をお-,始める｡

いつも女J),'･uJ))Iが亭二仁の::fiっJ'･をぎゅうぎゅう押えつり.

食で1.i.JJJ棚 をやっつけているあべこべの鮪W.だれ ･it主

はjil'JJTにi･k必 してか,怒ul～りもせず.わめきもせず揺り
返しもせず.ill.いつめたようにだまりこんでいるよ｡それ

にまったくEJlときたら,ほんとに出方一人だよoilo)-の

日中のうまきったらInJに伴えようか｡はら,いまだって

私S_･･t)/iJLでだまさうとしている如んさ.,A

101
｢せんする節｣
人,馴 ま.r邦一段京太郎が作った尻に穴のあいた破れ
爪を4叫川してJJLJdのつもりで紙をすげ板切で湖の伽7:iI作

り恨/1･刷りぬいて,それを鳩代りにしてのってくるよo

l川け Jころしく.みいはあはあと噺き,しいつおんつお

ん とjtlいペ/.,かけるまねをする｡第二段やんざいかふ

す くここでは)}'(太郎と同点占.ti)は馬舞するE･よ｡伽J'･aIf

いするn'よ｡邦二段.そん[よっまらぬ芸をお馴こかりま

したか｡どうもどうもJb̂;lJ･.千J)-で恐縮々々｡J

故験省の砧岱光裕氏はこの ｢高平良万歳｣の舞的作品

について. ｢劇的な内''ifと杓城をもち,射りの美 しきが
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ある｡｣ ｢劇的に組み立てられているので, 武技が要求
わぎ わざ

される技の熟細を必要とし,他の踊りにない技のむずかし

さがある｡｣と述べている｡

他の踊 りと遵う点については, ｢踊 りながら敵から目

をはなしてはいけない｣ したがって, ｢正面から目(面)

をそらしてはいけないという点で. †面カゲ"と '体の

方向"杏-.一定にしなくてはならない｡｣ ｢普通の踊 りは

自然体で振りや,手のいく方に目を向けるが.この踊り
わざ

は.技の流れに反して目を向けるので動作と手と体の方

向と面の向きが必ずしも同一方向でない｡｣｢遊行口説｣

は,流動的な但線 の部分 があり兄弟 2人が顔を見合

わす,パッとF;i)のとり方のおもしろみがある｡｣
他の踊りにみられない特殊な動作は, ｢q二段/<ネ竹と

【二重ガマク"であるが,二塵ガマクは一皮腰を入れて

から再び亜ねて腰を入れるというバネをもたせている｡｣

｢†二段バネ"はアクセントをつくっている大切な振

りである｡｣｢これらの特技が構成のよさといわれる一
面をもっているのではなかろうか｡｣と述べている｡

lO)
｢道 行 口 艶｣

ケ十JRカタチユ ウ ナィエイ
ー､親 の故 を討 た んてや り

入イqt 十'/イy
万 才 姿 に打 垂 れ
'/イtウ シタディ

棒 と杖 とに大刀仕込 で
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-35-



琉球大学教育学部紀要 第21触

t2)踊 り内容 につい て

舞踊解説にもあるように,この踊りは｢退行口説｣｢万
才かふす貯｣ ｢うふんしゃり節｣ ｢せんする節｣の4曲

で締られ,踊りも各 遜々った持ち味をもつ｡初めの ｢通

行口脱｣は,編笠をかぶり手にスティック (細い竹の棒)

をもって踊り.二番目の ｢万歳かふす貯｣は.笠をはず

し,棒 (杖)を匠いて櫛子頭 (弟 は馬頭)をもって翻

る｡三番目の ｢うふんしゃり貯｣と ｢せんする貯｣は.

廉手で翻られるものである｡

解説に述べてあるとおり,この踊りは ｢万歳赦計｣と

いう祖廟 (古典劇)の中で展開される踊りである｡ここ

で,劇中での翻りの展開の概要をみることにしょう｡

①兄弟が親のあだを討とうと相談したのち,◎京太郎

(大道芸人)に粉して,右手に杖をもち, 兇衣装Iこ脚

拝をはいた退行拳で,編笠をかぶり.左h=Jに和子頑を入

れたつの袋を棒に結んでかつぎ登場する｡

㊥ 一さ&,急いで参りましょう"といい合って. ｢道行

口説｣を踊るが,左府に荷物をかつぎ,右手に杖をもっ

たまま,片手踊りを行なうのである｡ (劇中の翻り)

㊨歩いていくと敵と思われる人物が近くの海浜にいる

ことを知る｡

時期到来とはかりに二人は故の浜下り遊びの場面-乗

りこんでいき,そこで,大道芸人になりすまして獅子頭

を手に ｢万歳かふす貯｣を飾る｡

やがて, 一日分たちは京太郎 (旅芸人)である｡踊り

をお目にかけましょう'と申し出る｡そこで. ｢うふん

しゃり節｣をWJるが,兄弟は終始政の様子をうかがい,

故から目をはなさないで正面を凝視しなから踊る｡いわ

ゆるすさをみせない緊迫感が踊りに感じられるのである｡

この踊りの戯中に政である人物は,どうも京太郎の様子

がおかしいという触感の急にかられ踊りが終了すると同

時に,妻子や供どもを一足先に宿に引きとらせ自分はそ

の場に残る｡

㊥遊子や供どもが去ったと見るや兄弟は ｢せんする節｣

によって,坐った姿勢からパッと拍手して立ちあがり,

進みでて,踊りを飾りながら,相手の様子をのぞきこみ,

すきをみなから.すさまじいいきおいで敵に迫ってい

く｡踊りの般後の †シタリガ チョン チョソ ヨウ

チョン チョン"と -両足けりあげとぴ-を終えるやい

ないや.2人は急いで棒にしこんであった小太刃をとり,

名乗り.身分をあかし,逃げていく敵の後を追って退機

する｡

⑥･Lばらく止って.登城した兄剃ま,J親のかたき朝寸ち,一

目的を果たした｡何と苗こぼしいことよ｡ 【早く戻って

母に報合しましょう;小太刃を棒(蚊)におさめて,踊っ

てもどろうよ｡ lそうだ踊って戻りましょうJと扇子を

片手に,棒を左月割こかつぎ.-さし舞いながら退場し.

この組椀の ドラマが終了する｡という筋になっている｡

政初に頗るr退行口説｣は.親のかたき射ちをすると

いう目的を述べ.､目的地へいく道中の状魚や兄弟の心境

などを説明的に踊る机 およそ次のような内容である｡

｢親のかたきを討とうと ｢万歳｣姿 (芸人)に変装し,

棒と杖に小太刃を仕込んで訪ねいくのだ｡

｢編笠に深く顔をかくしつつ村々を政って来れば.

｢平良 (地名)の政の門まで兄弟が目と日を合わしな

がら過り道をして来る途中,

｢末吉のお寺に敵と早く引き合わせて下さい｣と祈廠

した｡

｢社也に登って祈願したのち,南に向かって眺めると

四方のいろいろの最色が何とおもしろいことよ｡

｢計伊と鹿良問に海士のつり舟が浮んでいて.沖の鴎

と見聞適うほどに小さくみえるよ

｢さらに下って行き.お寺の門に立ちより休息をして

いる我らの姿を誰が知ろうぞ｣｡

以上のように.兄弟が芸人に扮装して親のあだ討ちを

するために出かけていく道中の状泉を表現し,道 神々に

祈願する様子.兄弟のこのような姿を誰が知ろうぞと鏑

るのである｡

2番目の ｢万歳かふす師｣は.右手に和子頑をもって

獅子舞をbrJる机 敵にあだ討ちと悟られないようにうま

く大道芸人に変装して踊るもので,この ｢万歳かふす師｣

の歌詞は,虹技 ｢親のかたきをうつ｣というドラマの筋

とは鯛係がないようである｡いわゆる大道芸人の ｢琳子

舞｣の芸とみられよう｡

次に｢うふんしゃり節｣を鋳るが.この踊りの歌詞は.
先の解孟削こもあるように.おそらく夫如げんかの様子を

風刺したユーモアな歌詞であり,この内容も特に ●故を

うつ"ぁるいは ｢討とうとする｣内容には直接関係がな

い机 この脈りを踊りながら敵の梯子をうかがい,敵か

ら決して目をはなさないでじっと正面を見すえて踊るす

きのない気迫をもった踊 りといえよう｡そして,故が1

人になったところ-東早く前進し,早いテンポに乗って

翻るのか ｢せんする節｣であるが.この輔り場面は.故

に突進していく気迫がみなぎり, 【いざ討たんけの踊り

のクライマックス助面である｡したがって.動作は早く

¶チョン チョンーと 【両足けりあげ跳び"を力強く行

ない.左へ逃げようとすれば左側へいき,右へ逃げよう

とすると右ClrJでくい止め.敵をのぞきこみなからすさを

みて飛びかかろうとする緊迫した表情の踊りとなる｡
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この rせんする肺｣の歌詞内容も.かたきうちをしよ

うとする成子を歌っているものではない｡あだ討ちの劇

の筋とは政接,Rl係はないが,3inJりは一班してあだを討つ

という緊迫した劇的表別として続出されているようであ

る｡

研 究 の 方 法

I.舞踊作品の全形.上肢,下肢の動作をとらえて8ミ

リフィルム悔 ,16ミリ.35ミリカラーフィルムに収録
した｡

2.各フィルムをプロフィール･プロジェクターを使用

して像 (凶)をTmき,8ミリフイルムの坪朋作品の全

形を1-10コマ毎に全休像を捕写した0

3.作品の総コマ数と動作の区切りのコマ故を記し,時

間を畷辞して記述し,

4.作品の全体柄遇を紫理した｡

5.表現の動きの流れ (Phrase)の伯ね図を作成し

6.踊りの形などの形態図を作成した｡

7.投影は昭和50年～51年,抑制市民会館大ホ-ル

紫の会琉剤秋切で行なった.

8.被験者は.琉球和郎家 ･島袋光裕

9.踊り像のフイルム-の収録は,邦台上の踊りとタイ

ツ･スタイルの踊り俊の2度である｡

結 果 と 考 察

フイルムによる舞郎作品の.Bコマ数は8667コマで.

約8分3秒の長さとなった｡全体像は約2562図描いた｡

①重ね図および翻りの形態図は,272図描いた｡ ｢出羽｣

が90コマ約5秒.㊥ ｢通行口説｣が3520コマで約3

分6秒,㊥ ｢万歳かふす節｣が18472コマ,約1分50

珍,㊥ ｢うふんしゃり貯｣1951コマ約 1分50秒,㊨

｢せんする筋｣996コマ,約55秒,㊥｢入羽｣118コマ
約7秒である. (部分および全体のコマ数と踊りの長さ,

翻りの順序等については本紀婆 ｢沖机の刷り(3卜古典舞

踊 ｢高平良万歳｣を参他のこと)

Ⅰ 舞踊作品の全体嫡遁

1.作品の全体柵造

舞踊フイルムおよび全体像を盛にした作品の全休構造

をおよそ表のようにまとめた｡なお.助作の名称等につ

いては特に動作名が明確でない的係上. ｢琉球古典舞踊

10II6;
の型｣を参考にしつつ,動作.遊動の形式としてまとめ

た｡

作品の全休構遇と図 1-図48によって ｢塙平良万歳｣

について検討していくことにしたい｡

2.舞師時間の構造

tlJ作品の榊成

作品の柄成については踊り解説でも概要を述べたが,

｢出羽｣ (登場･碍入部).踊りtl)｢通行口説｣(主要
部㊨),踊り(2)｢万歳かふす師｣主要部㊥).踊り(3日~
うふんしゃり師｣ ･｢せんする節｣(王撃取9). ｢入

羽｣ (退城 ･終始却)となり.主要布の踊り部分は,四

つの曲で踊られる机 全体の構造からみて,三つの部分

からなる三部偶成とみることができる｡特に,この飾り

は最初の ｢道行口説｣から最後の ｢せんする貯｣までは,

上述したようIこ劇的内容を展朋する｡ qダンスドラマ"

としての-Pf性をもつ｡ (作品の全体構造を参凧)｡

作品の流れの状態は,N静一助一救助"となり音楽構成

(音の流れ)那.作品のドラマの臓FJ月の時IH)的な起伏と

内容の意図をつくりあげていく骨子となっている｡

また,この作品の構成は,淡々と語りつづけていく｢通

行の□汲｣で作品の額入部としての脱柑力をもち,次の ｢

万歳かふす節｣で大道芸人としての獅子舞を勇壮lこ展開

する動感をつくり. ｢うふんしゃり節｣で政の目前で芸

を破産しなから,相手のすさをねらう緊迫感を展開し.

つづけて ｢せんする節｣のテンポの速さに乗って,相手

に向かって突進していくというクライマックスの盛りあ

がり ¶激動"を十分尭邸していくという一貫した流れと

まとまりをもつ｡したがって単なる 【静一助-激動Iと

いう時lt'iJ的な盛り上がりではなく.その内容の展開と音

楽のリズムの発展,変化とが緒方している点で ■序一破

一急"の三部構成としての作品形式をなしている｡

折 りの良さは. 【出羽巾が91コマ約5秒, q入羽"

が118コマで約9秒である｡

'序"の ｢遡行口脱｣は3520コマで約3分6秒の長

さで. 【破'の ｢万歳かふす貯｣は1847コマで約 1分

50秒の･Jiさ. 什急"の ｢うふんしゃり貯｣は1951コ

マで約 1分50秒. ｢せんする節｣は996コマで約55

秒となり,作品全体の流れの時FliJは.r退行口説｣にウ
ェートをおき時Flu的にも長い腿胴がなされている｡筋子

舞の ｢万歳かふす節｣は約2分程度で ｢事*の発展部と

しての役判を果たしているとみられ..｢うふんしゃり

節｣もはば1分50秒で. q破"の変化の部分としてス

タティックで緊迫感を展開し, ｢せんする節｣は55秒
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(2)L･1-足引き.右Ti突きあげ下ろし

(3)後方Ftl)き少行.右まわり
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万蝕かふす方

〔3二

rji饗飾B･｣

1847コマ

1J1150fL.
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金城光子 :沖組の踊りの義朝特質に鯛する研究〔3〕 古典舞踊 ｢高卒艮万歳｣について

(2I桶 りと歌の関係

この師りの主要な部分は,前述したように ｢退行口説｣

(主要部④),｢万歳かふす肝｣ (主要部㊥),｢うふんし
やり節｣･｢せんする節｣ (主要部㊨)の三つの部分であ

る｡踊りと歌の関係は作品の全体構適と図34-35の舞台

上の移動軌跡概略図および,図1-48と対応させつつみ

ていくことにしたい｡

｢出羽｣は,｢退行口説｣の ■前奏部'で下手奥と上

手前を結ぶ対角線上を上手に向かって進み出.舞台中央

部位で ■並木立ち- (男立ち)となる｡,(図 1-㊥)

1野の 'tZyanukakiyuutantei"で r叶基本立ち-

から右手首 (杖)を内側へひねりまげてから右手を前方

へ突き臥しながら前進 L I基本立ち"となる｣(図1-

㊥) †manzaishigatani' ｢右横に向きをかえ.右手

を上へ突きあげサッと下へ突き下ろして右手をみる｣

(1-④◎)｡これは自分の ｢万歳姿｣を表現するポー

ズとみられる｡ ■uchiyachiri'で後向きとなり tr右

まわり"して起点①に立ち, qb石tuchTtuni叶で ｢両

手で (杖)の鵬をもち左右へまわしあげて止める｣(図

2-⑳～㊥)｡ここは,小太刃を仕込んである様を示す

動作とみられる｡ 'tachishikudi"で後へ向いて q右

まわり" し. t基本立ち-となる｡

2臥 qamigasa'Eukakukawukakuchi●で, ｢編

笠の左ふちに左手をそえ,ダイと顔を右下に向けたま

ま前進する｣ (図3-①◎,図38-図47)｡これは qこ

とばの通りに笠で顔をかくす表現である｡

-tachinjiti"で ｢右手首を内側-ひねり,右手を

突き上げると同時に右足をあげて1渉ふすだす｣ (図2

-3)｡これは q出ていく"という振りとみなされよう｡

.muramurasatozatuhは ｢左に左手を上げて1歩

也,右手を右に上げて1歩ふみ出る｣ (図48)村々や里
々を手で指し示す振りであろう｡

3節, .terayashinubutichinumun-は r左足と

左手を上げ.辛,足ともにサ ッと下･ろす｣ (図4-

①(勤 ｡おそらく突き進んでいくという構えをみせる動

作とみられる｡

Ichiy古deshiTimini" ｢両手を左右に朋いてから

左足に右足を交差し,両手を体前でサッと内側-まわし

てとめ.右横をみる｡｣ (図㊥～(妙 ｡この翻り内容は,

兄弟2人がつれ立って出かけるので,互いに日と目をか

わし合って心をひとつにして,という意味を含ませた動

作である｡

4節, ■ytlkusuiyushinu-unkaminiカで ｢右手

を下ろし膝をまげ.右手を上へ突きあげ,杖 (右

辛)と共に下-突き下ろし,前進して右横に向き右手を

右へ開く｣(図5-①㊥,図49)｡この動作は,突き進
んでいくというカ性表現の構えとみられよう｡

.inurukukuruwa"で ｢右足をあげて右まわりをする｣

.wagatichini.isujifichawachi'は,r故に早く
引きあわしてくれるように｣の意味であるが,動作は図

6-(D～@までの動作で示 してお り,r両手を左右に
開いて片足をあげる｣動作は.｢'二段バネ' (島袋光

裕氏の説明)といわれる独特の動作であるかこのあとに

両手を体駒で揃え軽く手首をまわしながら.力強い足拍

子を打つ動作を行ない.右側へ同動作をくり返す｣内容

紘.祈願する心境を語っているが,動作は力性表現とし

ての特性を示しているとみられ,一方,両手首を体前で

タルタルリとまわして足拍子を打つ動作机 ■早く引き

合わして下さLl.という心を強調しているともみられよ

う｡

5時. ■nubutisha血n･nigantatili-:で ｢右手

を突き上げると同時に右足をあげてふみだし.両手を

伸ばしてあげ,片膝立て坐り両手を前方へ押しあげ,お

じぎする｣(図7-①㊥)ここは l祈願するおかむ"とい

う内容を動作で表現しているとみられる｡ 一mafenim

kaiti"で ｢杖を厨に体前で両手を合わせて両膝をまげ

る｣ (図7-㊨.図50)｡ †南へ向かっで という内容

を表わし. †この秦勢のまま次の ●nagamuriba'で,

左右に首をねじりまげて眺める表現をする｡

6節, 'chiitukiramanutuna'kamiwabは,.南

を向いて眺めたら"を受けて遠方の 1品と島の間をみれ

ば廿という内容である｡

｢左へふみ出して坐り右手を左手にそえてあげその方

をみる｡右へ同動作を行なう｡｣(図8-①㊥)｡ここ

は遠方の島と島の間を ●みる廿という表現とみられる｡

.amaTTu血iribuniuchichiriti'は ｢両手を右上にあ

げ下ろすと同時に左足をあげ.左前へ両手を水平に移動

させてふみ出す動作で,右へ同動作を行なう｣(図-8

㊥④)｡ q海士のつり舟が浮いているよ"という内容で

あるが,必ずしもことばの意味を表わすのでなく で遠方

をみわたす"という延長線を指しているとも解されよう｡

'uchinukamumi tumimagoSya' は '沖のかも
めと見ni越えるほどに小さくみえるよ"という内容とみ

られるが.動作は,図9-◎㊥にみらるように,両手を

左右に胴例しなから前進する動作で,特に.投後の右足

ふみだしのところは休前での手首の瀬早い上下鼓動を行

なうアクセントをもっている｡

.surikarakudaikudaidlitileyi■ は後方-前

進し起点へもどり. *eyi"で ｢右手を右下から上へ振
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りあげて右足をあげ,足拍子をふむ｣ (図9-㊥㊨)｡

この tteyi"と右手を振りあげて足拍子をふむ動作は,

音楽の独特な音の流れの休止的アクセントであり.一連

の動作をひきしめ L-カ性をこの上もなく強掴する｡ tま

わって体を下降させスパッと引きあげてトントゾ と床
わざ

をふむ動作は,男性舞踊ならではの技として樽隼すべき

であろうと思われる｡

qutiragumllndtachiyllyal,yaChimushiB?
tayayusushiran廿はあだうちを目的に旅に出て/守

の門前で休息をとっている我ら兄弟の姿を誰が知ろう

ぞ'という内容である机 r左手を体前-まげ左上-あ
げながら前進し,右手を体前から押しあげて .基本立ち'

となり,切り返しで右まわりして,舞台中央地点-戻り

｢基本立ち,でこの踊りを終了するのである｣ (図10-

(む@,図13)｡

杖を右手にもった飾りは ｢通行｣という状最を手兵で

摘写しており, tt杖を府にかつぐ など手兵使いは.(杖)

スティックをもつ動作と考えられ,この事具を工夫しつ

っ.道中の様子を描写する動作で次々と括り.独特な旨

を生み出しているともみられる｡おそらく, ｢退行｣と

わからせるために杖をもっことは約束ごととしての形式

をつくっているものと思われる｡

解説にあるように.この r逆行口脱｣は r仕雇｣であ
ると始端しているが,ことば一つ一つをすべて ■仕鹿'

としての形をそなえるのでなく,一定の男駒りの表現形

式の中で直線的で力性のあるアクセントの強い動作と内

容を q口説'で説明的な撮りカ{工夫されている点が,特

筆されるべきであろうと思われる｡

2番目の ｢万歳かふす節｣は,その大意が解説に示さ

れているが,この滴りは先述したように r京太郎｣(芸
人)に扮した兄弟が, ｢和子舞｣を踊って芸をみせると

いう踊り場面であり,歌の内容を振りで必らすLも表現

しないと言え,敵前-乗り込んで時期到来とばかりに芸

人になりすまして ｢獅子舞｣を伺る気迫にみちた場面で

ある｡直線的な動作と床をふむ足拍子を加え, ｢和子｣

の力強さ,たくましさ,発早やさ,の続投を展開する｡

歌の内容はこの舞踊の筋と直接関係はないが,兄弟が

この腐りを頗ることによって敵にあだ討ちとさとられず,

芸人だと思いこませるという内容を内包している場面で

ある｡ (図12-図20)

力強さの表現を I両手を臓へ直線的に移動させて止め,

床をふみ-,迫力感を q前方へ櫛子頑を突きだしつつ進み

でるb,すばやさを l小走り"で,たくましさを †左右-

の輝子頑のふりあげ"によって表現し.櫛子の頼り廻る

様子を両膝まげで両手を東早く左右に在って歩く,など

手にもった t軒子'を蹄らせつつ,男性舞踊の直線的な

ダイナミズムがリズミカルに桶られている｡

3番目の ｢うふんしゃり野｣の歌詞はあだ討ちという

内容に直接関係はないが,京太郎芸として,道々芸を披

露する踊りの中に.このような踊りが踊られたという解
l好

釈ができよう｡技はびっこを引き引き歩 く猪の様子を

q=重ガマク"でリズミカルに表現したものと受けとめ

られ, 一首の白いネズミに猪がカマクビをくわれている

よDというところを.拍手して耳もとに手をあてて廻る

動作で表現 している｡ (図23-◎～(垂》猫がネズミにか

まれて ¶声もだせず,あばれることもできず,とぶこと

もできないでいるよ一何とおかしい光度であろう｡ (図

24-①～⑥)と .tunugazu"のところで ■両足蕗切前

方とび"を行なう｡ (図25-①㊥)

このように,猶とネズミの行動が逆になっていてなん

とおかしなことよという内容で,振りと歌詞とはある程

度一致させた動作になっているが前述のように.おそら

く.この踊りは非常にコミカルで,みる人に こっけいな

ものとして笑いをそそるひょうきんな飾りだったに違い

ないと思われる｡しかしながら,この ｢南平良万歳｣の

ドラマの中では,本来コミカルな踊りであるはずの諸動

作が,政を目前に,緊迫 した兄弟の様子を表現し,敵か

ら目をはなさない,相手のすさを伺うという内容を内包
わぎ

しているために,qアクセンド の強い特殊な技を生みだ

してきたとみられよう｡

そして ｢せんする呼｣だ机 これは,京太郎が馬を舞わ

している芸の様子を表現しており, 【ミーハーハーとシ

ーチョンチョン"と馬が走り跳ねている様子を表現する

動作があり, (図29-㊨-@)この動作は樽殊な技とし

ての 巾両足けりあげ跳び"が行なわれる｡

この歌もあだ紳ちとは直接内容に飼係はない机 一つ

の芸を披露しつつ,政に向かって突進していく兄弟の様

千. (図㌘-①-㊨)敵をのぞきこむ様子 (図31-①-

(封 切りこんでいく様子を †両足けりあげとtF'で表現

していると解されよう｡

いわゆる ｢うふんしゃり節｣･とともに劇的な構成をま

とめていくためのもりあがりとしての終結部の踊りであ

り,一つの踊りを踊りつつ仇を討ちとろうとする兄弟の

心境を内包 している場面とみられよう｡
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(3)表現遊動の形式

ひとまとまり (一適の遊動の区切り)の動きの開始か

ら賂止までを動きのフレーズと呼びこのフレーズを表現

遊動ととらえて,その形式をみていくことにしょう｡

｢道行口説｣は先述したよう舞台の下手奥と上手前を

結ぶ斜線 (対角線)上を往復して踊る｡

表現遊動の朗始は, I基本立ち' ut文字立ち,男立

ち)の構え姿勢から始められ q基本立ち'に戻る形式を
5.]61

もつ｡このことは ｢かぎやで風｣でも述べたれ いわゆ

る桶り形式としての遊動のまとまりと区切りの原則性

basicpatternとしてとらえられる｡

｢.基本立ち"～前進- 1右まわりわー ■基本立ち'｣.

｢q基本立ちサー左横劫作一右横動作- 1右まわり"～
基本立ち"｣,rtF基本立ち"一左横動作-右横動作一前進

～ l右まわり'- .基本立ち'Jの運動のバターンが一定

の表現遊動の基本形式としてあげられる｡

対角線を中心軸として左横への動作と右横への動作を

行なう左右対称 (異時的シメトリー)の形式をもつ｡

左 (右)辛,左 (右)足を同時に前方へ出す｡手と足

の同時性動作を行なう｡

左手の振り (突き,まわし)上げと左足あげ,右手の

振り(突き,まわし)あげと右足あげ,および,左(右)

手の直線的な振り下ろしと左 (右)足の下ろしを同時に

行なう同時性動作が行なわれ,左手と右足,右手と左足

という遊動の交差性を行なうことは殆んどみられない｡

遊動を生みだすカの原点は体前面腰部が並点であり,

腰部に力を集めて収縮させ.手と足の動きは,この腰部

の収縮と弛掛 こよって四肢の動きが操作され881
動作は常に前方に向いて,体の前方で行ない,後退す

ることはなく,前進したのち基点-戻る場合は,進行方向

を級ろ-向き直ってから前進する方法をとる｡

動きの開始は,体の中心部に力を凝楢し,片足に重心

を移行してから行なわれ,動きの終止は,前方へカを押

し出して q突く"動作となり,体の前方への押し出しと

下方へのカの働きかけによる平行線のなめらかさをつくっていく｡

前方から後方への方向の転換は, "まわり"助作で行

ない, q右まわり"を主として用いる｡

廿構え"は,背筋を垂直に伸ばしてあとを引いた基本

姿勢のまま,左手で袖口をつかみ.右手で杖をもって体

側前方へ伸ばしてあげる｡ ¶基本立ち"ぉよび非行動作

は,この ●構え叶の姿勢と手の形,足の形を常に一定に

保持 した形態性をもつのか基本的な構え方であり立ち方

である中

足の渉幅は約1足長であり構えの姿勢(basicbody

shape)の形をくずきない重心を定位に保持する歩行を

行なう｡したがって,足が体より先行することはなく,

休の前方への押しだす力が歩を遊ばせるという 一歩の遊

び舟となる｡

歩行は,足袋で床を摺って妙くQ摺り足歩行●の形式5)61
をもっ｡ (｢かぎやで風｣と同一)
小走り(早歩き歩行)は,｢万歳こうし呼｣と｢せんする
節｣の足早に渉いて弧を描く旋廻移動,および,円形に

鹿廻する q小走り"動作がみられるれ これは,摺り足

歩行をテンポを早くして qこきざみに足早に歩く"動作

の形式であるとみられる｡

片足をあげる動作は.他の片足で床をふんでから行な

われる｡例えば右に右足をあげる場合,左足で床をふむ

と同時に右足をあげるという形式である｡

坐る動作は.膝立て動作で,左膝を床につける,右膝

を床につける,両膝を床に立てる方法で行なう｡胴体を

床上につける,例えば床上に伏したり,横たわったりす

ることはない｡

カ性を強く打ち出す動作は,1連の動きの終止で,両

足で交互に床をふみならす 枕足拍子"が扱われ, ｢通行

口説｣の leyi"助作,｢万歳かふす節｣の両手を左右に
開いて I足拍子"をふむ,両手を側方-あげて†足拍子",
･｢うふんしゃり節｣の両足を前方へ挑んで両手を開い
て t.足拍子"を打つ｡というように床をふむことで表現

する｡

また,この力強さの表現は,前方または側方へ足をあ

げてからふみだすという q足あげ歩行サ q足あげふみだ

し"の,lSの遊びにもみられる｡

足のあげ方は.膝を釦皮に曲げた形をとり,つま先を

上-あげて,かかとを前方-押し出す状態で行ない,伸

び切って前方,側方-あげることはない｡

足ぶみと両手 (こぶし)の前方への交互突き出しは,

肘を支点として行なわれ,トントンと床をふむ足どりと

両手の突き出しが独特な軽快なリズムを形成していく｡

｢うふんしゃり貯｣の両手を顔前上でかさね合わせた

まま, 【両足でふみ切って前方へとぶ'動作は,高さへ

跳ぶのでなく.迫っていくときの距離感を表現し挑んで

床上-下りると同時に両手を開いて ,足拍子"をふむ一

連の動作は,カ塩感をみせている｡

両手を体前から体側へ開くと同時に左 (右)足を前方

へあげる動作は, ｢遊行口説｣と｢万歳かふす節｣にあ

るが.特に,｢退行口説｣で行なわれるこの動作は,【二
段バネ"といわれ,-皮膜を収縮して両手を開いた位

置で腰部の収縮とともに腰を引きあげ ,再びひね り上

昇させることで上方への弾力性と迫力感を表現している｡

手の動きは,府を水平に保持したままあげ下ろされ,
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高く頭上へ垂直に伸 しきらない,左右横に180度伸ばし

切って開くことはない｡

手の動きは,府を支点(こしてあげるのではなく眉の水

平線をくずきない一定の形で,肘を軸とした腕のあげさ

げ,まげのはし.まわし,引き,突きが行なわれるo(図

33,34)手は右手を主に使い両手を同時にあげる,開く

閉じる,振る動作かある｡右手 (蚊)が多く使われるが

この時の左手は常に定位 (基本の形)Iこおく｡ (袖口を

つかむ)

こぶLを握ったまま体前や右上に手を振りあげる動作

があり,また ～二重ガマク† (図22)動作は後ろ向きで

行なうが,曲事を右横にあげ,右足をあげて右腰部を収

砧させて膿のねじりを行tj:い.この時こぶLを握ったま

ま手首を内側と外側へまげてテ与る｡この手首まげと渡

部の収縮が 【やわらかさ"の中に下方への弾力性とねは

り動作を形づくっている｡

両手 (こぶし)を前方-交互に突きだしなから足ぶみ

したあと.両手を下から上へ交互に内側へまきこみあげ

ながら It,Tg一児 けりあげ跳び"を行なうが,このとび方

は,垂由に砧さ-跳ぶ蝿動感があり,軽快な中に力性と

強弱感を与える動作である｡この場合の {空中へとぴあ

がる'動作は,胴体を伸展させて伸び切って垂心を高く

する空巾への拡大.延長ではなく,朋体 (垂心)を定位

に保持 した形でとぶ動作である｡(図29)

.切り返し購え' -切 り返し■ q切り返し構え" .切り返L/

l

q右手,左手交iiに内側へまr)

して体肋へおき,右.左足を

あげてttJIJ進

<図-35> 鮎 へ両手を直碑的に移動相 Ji的(-
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以上のような表現助作は,先に述べたように.｢定の

動きのフレーズ (選曲のまとまり)の中にくみ入れられ

たもので.先述したように. ■基本立ち (構え)～動作

～基本立ち一右まわり一渉行一右まわり一基本立ち (檎

え)-.★基本立ち～駒進-動作一石 まわり一基本立
ち,, という遊動のまとまりの中で行なわれる｡

拍手する動作は.丁クセントのひとつで. ｢うふんし

やり節｣にある拍手は.拍手して右まわり.拍手して左

まわりという動作の牌始に用いられている｡ ｢せんする

節｣の拍手は, 一いざ′'という突き進んでいく動作の

開始に用いられ,動作の丁クセントであり.突き進むと

いう力性の性格をもたせているようである｡

｢高平良万歳｣に使用されている4曲は,リズムのは5)6:J
っきりした音楽が用いられており. ｢かぎやで風｣のよ
うに,浅 く動作)をゆっくりねはって行なう,ゆっくり

歩を遊ぶ歩行ではない｡したがって動作の時間は短く,

拍子や強弱糾まっきりした速度の早いものであり,アク
●●

セントのあるアテ (面･手)のはっきりしたもので直線

的で,しかも,吐きか感じとられる ｢男踊り｣(二才踊

り)の動作の衷現形式としてあげられよう｡

<図-50>細り手
仇面あげ

舞 台 空 間 の 構 造

111舞台上の移動軌跡

舞台の平面空間に関する脱明は,先に報向した ｢かぎ

ゃで風∃":｢暗G7]Ob)2作品のところで鋭明したのでこ
こでは割愛する｡

r布平良万歳｣稗楠の舞台上の移助軌跡概略図を図34

-36に示した｡但し,この図では,移助 (前進 ･後進な

ど)の複雑な線の並なり合いを省略して示した｡

作品の構成のところで述べたように.この頃りは4つ

の楽曲によって楠られるが,作品全体の構成からみて.

三部構成としてまとめられているとみなしうる飼係上.

舞台平面上の踊りの軌跡周を3つに区分して示すことに

した｡

これまで検討してきた ｢かぎやで風｣｢蕗屯｣の軌跡

図は,番号順に飾りの開始と終止および.助作夢を含めた

説明を加えてきた机 この踊りは.一節一節の桶り時間

が短かいことと,昔 の一つ一つが.短かいバターンによ

って桶られることおよび.この節りが直線上の往復によ

る線が故雑に韮なり合う関係上,辞細な翻り移動層によ

<図-52>聞き手

<図-51> 触り手･In方突き出し

<図-49> 杖をかつぐ形

<囲～53> 開き事
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る鋭明は割愛した｡ (本紀要 r沖孤の踊り〔3〕古典舞踊

｢南平良万歳｣一舞踊譜の体系化をめざして-｣の翻り
解説を参周)

ll)図34は ｢通行口説｣の舞台上の移動の概略図である｡

まず.下手典から上手駒を結ぶ対角繰上を下手典から

上手へ向かって登場し◎の地点に位思し, .基本立ち"

となる｡

ここまでは.この柄り全体の前奏部であり, q出羽'

登場の帝分である｡

踊 り図でわかるように.①を起点として上手の㊥の

地点までを般大距離とみることかでき,踊り全休は.こ

の◎と㊥を結ぶ対角線上で前乱 後進 (後向き前進)香

することが主な移動である｡また.対角線を中心とし.

◎から㊨へ,⑥から㊥への移動.および.㊥から㊥へ.

⑦から㊥への左と右の異時的シンメトリー動作 (左右に

同じ動作をくり＼返す)による移動が行なわれ.㊥地点

の舞台中央側で柄りを終え,後車で◎地点から㊥地点 (

舞台中央奥)-向かって前進し,後ろ向きに坐って,踊

りを終了する｡

この㊥地点は,次の ｢万歳かふす貯｣を踊るための準

備地点である｡ (笠をはずして杖とともに放き.あらか

じめ旺いてあった称子頭 (馬頭)をとって q出'を持つ｡

図34 r退行口悦｣の舞台上の移動軌跡8E略図
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この ｢退行口説｣は,蹄り全休の .出羽廿の部分と '出

羽桶り- (主要部A)に相当する｡

(2)図35は, ｢万歳かふす節｣の舞台上の移動概略図で

ある｡解り全体は,①から㊥地点の舞台中央での直線

上の前後移動で踊られる｡◎地点は. ｢退行口説｣の㊥

地点と同位置を示す｡

撫子頑を右手にこれに迎鈷された紫布地を左手にもつ.

前奏で立ち上り･.正面向き "基本立ちけとなる｡主な移

動は,前方-の膝あげ捗き く床を｢歩ずつふみながら歩

く),小走りによる旋固 く小きざみに早足で歩く)が加

わるが,この部分は点線で概略を示した｡左右のジグザ

グ線は,大きくl渉を斜前-進む方向を示す｡踊りは.

①から㊥へ,㊥から◎へ,◎から◎-などの中央奥と中

央前 (正面)の直線を往復し,㊥から㊨への虚廻,㊨か

ら⑳への直進.㊥から⑥への鹿現㊥から㊥へのジグザグ

過.㊥から①への直進などと進める｡◎地点前の点線に

よる円と矢印は.この楠りの始めの ｢万歳かふすや,令

んざいかふすや｣のその垢での左右の足拍子 (トントン)

による表現と.柄りの終りの ｢今日も,明Elも｣の左右

へ腕をあげ足拍子 (トントン)をうつ地点を示すもので

ある｡桶りの捲りはr祝え事｣の歌詞で◎地点で後ろ向

きとなる｡手具 伸 子頭)を床上に置くが,後奏の演奏

図35 r万歳かふす符｣の舞台上の移動軌跡概略図
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かない｡

｢通行口鋭｣が下手奥と上手前の対角線上の踊りであ

るのに対し,舞台中央での直線上の踊り展朋であること

カg聖解されよう｡この形式は. ｢かぎやで風｣と｢諸屯｣
舞踊の中翻りと同一形式の舞踊空間である｡

13I図36は, ｢うふんしゃり節｣と ｢せんする師｣の2

曲の踊りを一つにまとめた踊りの移動概略図である｡

①地点は. ｢万歳かふす符｣の終了弟分であり. ｢う

ふんしゃり節｣の開始地点でもある｡

先の ｢万歳かふす節｣か活気にみちたテンポの速い非

法で踊られるのに対し,｢うふんしゃり師｣は,手を垣

り (こぶLを握る)-歩ずつふみしめてゆちくり展開さ

れる｡①から◎,㊥から①へ,㊥地点でのその場まわり,

@地点での左右移動と的方への q両足埼切とび"と後方

への ●二重ガマク"技があり,◎から①･㊥で坐り踊り

が終了する｡

｢せんする節｣は,㊥ ･①地点での坐った姿勢から 【

拍手"して前進㊥地点-.㊥から◎へ.④から⑧へ.㊨

から◎-,㊥から㊥-の塵廻,⑥から㊥へと踊られる机

小走りと †こぶしの振りあげと足あげ"と.㊥から㊥へ

の q両足けりあげ跳び"の技があり,榔動感のあるクラ

イマックス部分である｡

図36 ｢うふんしゃり節｣｢せんする節｣の舞台上の移肋軌跡概時図
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㊥地点で終了した踊りは後妻で㊥から㊥へ移動対角線

上に位置 して下手奥へ向きをかえ,⑦から下手典へと退

場する｡この ｢せんする野｣の後車は踊り全体の (入羽)

の部分となる｡

舞台移動の全貌は,下手奥と上手前の対角線上を上手

前に向いて登場,舞台中央地点で q基本立ち"となり｢

退行口説｣を対角線上で騎り, ｢万歳かふす節｣と｢う

ふんしゃり師｣｢せんする師｣を中央奥と中央前の線上

で踊り, ｢せんする貯｣の後車部分で対角線上に立ち,

下手奥を向いて退場するという点で.先に報告した ｢諸

ihTJ8と同一粗格をとるとみることができよう｡但 し.簡
屯｣舞廟は q入羽踊り-の後半部分を退場する対角線上

で飼ったのちに退場するので, ｢南平艮万歳｣の対角線

上を歩いて去る経路としての 廿入羽''の仕方と内容に差

があるといえよう｡

(2〉舞踊における歩行

｢かぎやで風｣および ｢諸屯｣舞蹄で,舞踊歩行は 一

摺り足歩み"による歩行で,この歩行は ｢赤くことの歩
●●●●

法的技法｣であり,歩く行動は踊り表現そのものである

と述べてきた｡

｢南平長万歳｣における辞法は, ｢かぎやで風｣にお

ける男踊り歩みによる.歩法を基盤 とした, 巾摺り足早

歩き'歩法とでもいえるものである｡例えば ｢逆行口説｣

は rE]軌 のテンポの速さに合わせた摺 り足赤みで 甥

み足卓''非法であり,また, ｢うふんしゃり節｣の歩法

は.摺 り足非法を.かかとを前方へおしやり床に執着し

た男歩き歩法ともいうべきもので,ゆるいテンポに合わ

せて足姦全休を床にぴったりつけて歩く方法で力性をだ

していると思われる｡

｢万歳かふす節｣では,膝をあげ下ろしながら床をふ

みしめる歩法や小走りがあるが.これは,摺り足歩きを

小きざみに,足早に歩く方法であり,身体を浮かせて軽

快に走る (running) のではなく,基本の姿勢で,垂

心を定位に保持 したまま.足早にすすむのである｡｢応

ここでは 廿小走り"としてあげておきたい｡

｢せんする貯｣にも ●小走り"歩みが行なわれる｡

また, 一両足騰切前方とび一図25-①㊥の両足を揃え

て前方へ跳ぶ茂があるが,この場合でも,図でわかるよ

うに,全身の伸展を行なわない跳び方である｡

｢せんする節｣には,この踊りのダイナミック･ライン
わぎ

(一番高い位掛 こ体をおく,高位の技)ともいうべき tt

両足けりあげ跳び"があるが,この場合も,先述の Q両

足踏切前方とぴ"と同様,腰の高さを一定に保持した跳

躍で,胴体を空中に高く浮かせ る西洋舞踊のとび方

(jtmping)とは区別される,いわゆる ｢足のけりあげ'

というにふさわしい "跳び動作カが行なわれる｡

したがって, ｢床を摺り足で歩く"ことを基盤として

いるが,速度がはやく, '跳びあがる"ことで移動 (歩

紘)する技を特有している踊りであるとみることかでき

よう｡

また.この R小走り"は q早足あるき叶であることか

ら,重厚な ｢かぎやで風｣の歩行に比して, ■リズミカ

ルな軽快さ"や ¶勇壮さ"を表現する歩行形感を有して

いるといえよう｡

L3)動きのレベル (水準)

この踊りの表現動作における動きのレベルは, ｢正常

也 (基本の姿勢)｣を中也の高さとみることができ,｢旗
つき坐 り (片足 ･両足)｣を低位 ｢廿両足牌切り前方跳

び" q両足けりあげ跳び"｣などの床上より空間-とび

あがることを高位とした,いわゆる低,申高位の3つの

レベルがくみこまれた表現動作のレベルを有している｡

すなわち.r通行口説｣の踊りでは, ｢それから下り
下り来て 代エイ′"の .エイ"の部分図9-㊥④の膝を

高くまげあげ,右手を頭上にあげるポーズは高位のレベ

ルとしてとらえられる｡
b chi
｢棒と杖とに｣の両手でスティック (棒,杖)の端.杏

もち,あげる｣,｢村々里々越え来れば｣の左手,右手を
顔前上Iこ押しあげる動作は高い位藍のレベルとみられる｡

中位の動作としては, ｢編笠深く顔かくち｣の 一両膝

まげで左手で笠の左手前をつかむ動作" (図3-◎,図

38)｢我が政に急じひちゃわし｣(図6-①～⑥)の 一二

段バネ"動作などがあげられ,低位の動作は. ｢畳て杜

也 に願立てて｣の ■右膝つきで両手を前方へあげておじ

ぎする動作"があげられよう｡

｢万歳かふす節｣では,｢荷負い祝はれてやんぎ祝はり
てやんぎゃんざと｣の左右に両手を高くふりあげる動作

(図19-①～④) ｢天より下 りの｣の両手東上あげ,片

足上げの動作｡

｢米や重さい石や軽さい｣の 【左右への両手ふりあげ

動作"などが高位の動作としてあげられる｡

中位のレベルでは, l切り返-し構え"の両膝まげ動作"

｢万歳かふすや.やんざいかふすや｣の足拍子 (トント

ン)同じく｢今日も明日も｣の足拍子動作, ｢穂集りや｣

の足拍子動作などをあげることができよう｡

低い位鑑の動作は, ｢錦の金欄,唐字の金欄｣の片膝

つき動作, ｢天より天りの｣左右への片膝つき動作.｢布
般上手の｣の両膝まげ前進の動作,などが低いレベルと

してとらえられる｡
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｢せんする節｣の低位の動作は, ｢かにあるもの細目

かけたみ｣の片膝つき片手頑上前あげの動作,踊 り始め

の拍手動作 ｢京の小太郎が｣などがあげられ,中位の動

作は, ｢尻はげ破れ手簡枯すげて｣の片足あげ,両手左

右 あげ動作 ｢板切 り目耳乗りきたる｣の足ぶみと両手

前方突き出し動作, ｢両足けりあげとびのふみ切り動作な

などをあげることができ,高位のレベルは, ｢しいちょ

んちょん｣と ｢シタリガツヤウン,ツヤウン,ヨウ,ツ

ヤウン.ツヤウン｣の .両足けりあげとぴ"の動作であ

る｡

｢うふんしゃり節｣には,膝をついて坐る動作などの

低位の動作はなく.中位の動作としては. ｢披引き猫が,

目剥げ｣の †二重ガマク"動作,｢首白鼠に｣の両足
開いてまげ拍手する動作.などがあげられ.高位の動作

は, ｢阿鼻らず喚はず｣の右.左-移動 して両手を顔前

上で組む動作,r桃がず｣の '両足地切rLJlJ方とぴ"の跳
び動作 Q｢里一人だう" ¶ェ-"里か･････｣の両手を頭

上で開いてあげたまま,前進する動作をあげることがで

きよう｡

要するに,この踊りの動作の高低の水準 (レベル)は.

高位の動作.中位の動作.低位の動作と,正常也 (垂直)

に立った身体のレベルの3つや.蒔く低 く,低 く高く,
中位のポーズなどと変化にとんだものとみることができ,

｢かぎやで風｣踊りの高位と中位のレベルで行なわれ.

低い位置での動作がない単純さに比べて,バラエティに

富んだ高低の変化をもつとみられる｡

｢諸屯｣舞踊のところで, l床に膝をつけない低位の

動作" q月見手のまま坐るポ-メ"か足炎以外は床につ

けない表現動作の特性であるとしてみてきたが,この ｢

高平良万歳｣では,高中低の高低のレベルの変化と,【膝

を珠につけて坐る"【膝まげのまま的進する"などの tt技"

によって,一段と q男性らしさ" *軽快さ" 什勇壮さ-

などの表現動作をつくりあげているとみてよいだろう｡

但しこのことは音楽のリズム.速度感や感弱感の M動作方

-の開与が大きいことはいうまでもない｡

Ⅱ 運動のスタイルの分析 (JM ot-ShpeAn-

aly8is)

1･基本の運動のスタイルの性格 (Effort-ShpeW8-

rdB)

ラパンのEffortによって,遊動のスタイルを分析する

と,踊りの基本的な遊動のスタイルは.主(こ,Direct,

蝕lick,Strong,Bound とみることができ,glide (す

う-つと動く)-direct,FXeSS(押さえる) -direct･

strong,wring(ねじる) -strong,dab(軽くたたく)

direct･quick.flick(軽 くうち払う)-quick,punch

(打つ)一quickの6種類に分類されよう｡

これらは, ｢かぎやで風｣のglide-slow.press-

dir∝t･slow,wring-Slow,の3つに分類されたスタ

ティックな基本の遊助のスタイルと比較して.襲来の数

も多く,slow に対して, quick･,direct,と直線的に,

強く, d押える" †ねじり" qすべる"などの性格をも

つことになり.遊動のスタイルの性格は基本的には同じ

でも,性質の異なったダイナミックな要素を有している

とみることができよう｡

また, ｢かざやで風｣にはみられなかった血b,flick

punck の性格をもち,特に Ipunch'は,床をトント

ンとふむ足拍子のパンチと解される｡

また,dab-1ightは ｢詩屯｣舞鰯にもみられたが質

の上で異なり,ここでは,quick･directの性格をもつ

dabとしてとらえられる｡

press,wring,は ｢かぎやで風｣と同様に基本的な

身体の形態 (basicbodyshape)の原則性をつくり,

重心を定位に保持する .押えた" '動作をコントロIJL,

する" q腰使い" (.bound)腰部の収縮による Rガマク

入り"手首の 【ねじり"首の Nねじり"まわり動作の †

押え"と .ねじり竹などが;u;本的な遊動のスタイルとし

てあげられよう｡

歩みはg)i°e-quick,glide-slowの2つの方法

で行なわれ.摺り足歩行や手 (鹿)のあげ下ろしは,
●●

glideの性格をもち,手のねじりと手のあげ止め (手の
●● ●●●
アテ),首をねじりLtめる面アテ (首をねじり曲げる)

は,dabの運動のスタイルをもつ｡足ぶみと両手を前方

-突き出す動作などはrlickの性格とみられ,床をトン

トンとふんで足拍子を打つ動作をpunchと解釈できよう｡

但し.手でpunchする蝕烈な 【技廿はない｡

上肢の動きの流れは,glide～directなスタイル,

下肢はdirect･quick のスタイルを有 し,膝まげあげ.

鹿伸ばしあげ下ろし,など上肢と下肢は同時性の瞬間的

な動作である｡

2.運動の形式 (基本的な遊動の方法)

IlI基本の姿勢 (JLE常位)basicbodyshape-基

本的な姿勢は ｢かぎやで風｣のところで説明したように,

男踊りとして同一方法をとる｡ (図 1) ｢基本立ち-(八

文字立ち,男立ち)

(2)歩行 (あゆみ,足の遊び)walkimg -渉行の基

本的な方法は, ｢かぎやで風｣と同一の方法だが,｢高

平良万歳｣では, ｢追行L)&｣は.摺り足歩行の速度の
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やや速いものであるが, 1捗ふみだすときの非法は.片

足をあげでドろす方法をとり,これは申ら上肢の動作と

同時に行なわれるのか特徴である｡

｢万歳かふす節｣と ｢せんする節｣では.足のあげ下

ろし歩行でのl村越や,小道 り (摺り足早渉き)などカ加
わり,雌伏な足どりがみられる｡

3部の ｢うふんしゃり師｣は,ゆっくりした摺り足歩

行でFlnJられるが '旭あげJB･行' もみられる.一雄ずつ

ゆっくりふみしめて tfftPえる"非く方法がとられている｡

但し,足の遊びは.いずれも.摺り足捗みで行なわれ,

床をlii;1iEで1･Htる方法かとられている｡主rtJC､を鑓位に保持

した砿線上や円形の脱退により.[)ズミカルさや 什剰上

さ" d力漉き竹の歩行で男性の q直線的な'ji13/ をつく

っていることは ｢かぎやで風｣と同様である｡

13)始動 (firstmotion)

遊動のlJ"始である始助は. q進木立ち"から左足ある
いは右比に娘心を移動させながら,腰部を収税'させて行

なう方法で,rかぎやで風｣と原EJJを一つとするO
但し.テンポが早いので,瞬fiiJ的な早い膿のねじりや,

ねぼってゆっくりねじる方法の2種か班用されている｡

HIまわり方 (taming)

まわり方は,北本的には q右まわり"の方法で rかぎ

やで凪｣で示したように, 什切り返し捕え"と R切り返

し"によって行なわれる方法が多くとられ. (fixed

baseandpivot)宣fTlりの-並の動作 (ひとフレーズ)

の右まわりして並木lJLちとなる方法が多 くとられるが,

(fixedbasepivotandbasicstanding),技

の中には. 【柏手 して左手を耳もとに右手を雌にとって

q左まわり" して韮本立ちとなる方法もみられる｡

また. ｢かぎやで風｣ではみられなかった.半円を描

きながら小走りで鹿廻する方法がみられ.これは. ｢万

歳かふす怖｣と ｢せんする節｣にあるが, d右へ旋廻す

る方法と左-行なう方法の2都がある｡

15)つき方 (pushingout)

ここでは. ｢かぎやで風｣や ｢諮屯｣邦附にみられる.

つき足と伺一助作はなく,手の前方-の炎き山Lと,堤

のふみだし欠き.が主として使用されている｡

｢湖 -7･Lj説｣に,'t右まわり"～ ¶右手右足つき"-

●態木iILち"の動作がみられ, rうふんしゃり肺｣でも,
この方法が行なわれる｡

その仙,左右-の両手つき出し～足拍子.は ｢万歳か

ふす節｣にみられる｡いずれもdirecL(帖緑的)な方

法で行なわれる｡右腰Lと右手ねじりは同時に臓をまげ.

右手首をねじって右足と同時に前方-つきだす tt手の突

き廿は.rj凸行口説｣にみられる技の一つである｡

16) アテ･7ティ77 (l析-rテ.L-Liiかけ,手のアテ)
●●

手をあげる方向-面をアテる,手をあげて手首を7'テ
●●

る,首をねじり[-Giをアテる,など.この抑りは,上肢の

効きの絞れの方向に両をかける.絶句方を児すえて上肢の

動きに反する面カケ.などがあり. 什表現性"を強調す
●●

るのにこのアテという瞬間的な動作と休とが,direct

quick.f)ick,dabの性格をつくっているとみられる｡わ.=< わぎ
また,【技を技で止めるのでなく,忠 (呼気)で止め
7J という偽勤 ヒ裕の解.-Aの様に.技の流れはqハ7-/

とはきだす け呼/j打 によるもので呼吸と合致した q技の

/=Eみだしがなされている"ことは僻珊すべきであろう｡

ri掛昆｣多相rlのような女踊りが,長い呼安い⊂よる技の
流れをつくっているのに対して, ｢砧平良万歳｣は,全

体的に速度の早い技が多くて短かいものだけに, 【時間

的な呼/iii''による技で直線的な動作を一個強調している

といえよう｡

(7)ガマク入り (gamakuiri)

ここでは,腰部の t'ねじり竹と ¶収縮"の2度が使用

され,ガマク入りの代表的なものは. ｢うふんしゃり貯｣

の 【二並ガマクpであろう｡右足をあげて両手を右横に

あげ,膿の収縮とねじりによって qg'g'ィ"と2回重ね

て腰をいれる技は,特色のあるもので,r諸屯｣夢桐 の ■

腰の転移"にみられる Rガマク入り"とは遊動の方法上

他俄を弟!.にするものである｡

｢-lL!lだけ 【2'グィ"とねじりまげては, qナンドル

I" (のっべらぼう)になり.味気がないので,より強

.1J.rJするために qこった方法竹が用いられ僻色のある技と

なっただろう｡Jと偽袋光裕は述べている｡

この腰部の収轍J.とねじり (ガマク入り)は.瞬間的

にせよ,ねはるにせよ.動作の基盤をつくっており,こ

の腰部の収栂とねじりこそ.一定の体の)a,手の形,足

の形を生みだす原点であろう｡

rうふんしゃり節｣の ｢両手顔駒上に亜ねて組み,前

方をみすえて,左(右)腰部をダイとねじる助作も,一
種の僻目'utr.)だが7クセントの藤い けガマク入り'である｡

(8J=&Ji* (rlidanbane)

r道行目脱｣の図6-㊨-㊨)左 (右)足で床をふむ
と剛 ､Jjに右 (左)足のまげあげと両手の体側下での左右

朗き助作の穀,右 (左)腰の 【ねじり"と同時に, 【ン

･タタッ"と腰の 【ねじり巾と膝の微妙な曲げ伸しを伴

ったバネ技が使われる｡これを て二段J<ネ"と称し,パ

ッと-/iiにrlq手をU恥＼て足をあげ腰をねじるのでなく,

脚力性とねはりのある妙味をみせる表現助作としての僻

也をもたせている｡この動作に類似した形X削ま, ｢万歳

かふす肺｣にもみられるが, "=投付という弾力的事績

-851



琉球大学教育学部紀要 節21集

は用いられていないようである｡島袋光裕の言によれば,

｢技に気迫をもたせ,ねはり強さを強調する表現動作で

あろう｣とのことである｡

(9)軌羅 (とぶ動作) (junping)

これまでの ｢かぎやで風｣｢諸屯｣舞踊には, "珠を
けってとぶ"動作はみあたらなかったが, ｢高平良万歳｣

では.｢うふんしゃり帝｣の ■両手を顔前上に重ねて組ん
だまま.両足をそろえて,床を踏切って前方-とぶ'動

作があり, ｢せんする貯｣には,｢シーチョン チョン

(図29◎-㊨)｣のところと, ｢シタリガ,チョン
チョソ ヨウ チョン チョン｣のところで. ●両手を

上下に交互に内側へまわしあげ下ろしながら,片足で床

をけりあげて跳ぶ" q両足けりあげ跳び廿の動作がある｡

先述したように,動きのレベルの項で.この2種の N

と.SiJ動作は,踊り全体の .5'イナミックライブ (一
番高い位置での動作)とみなされるが, このとび方は.

胴体を定位に身体の形を定形として,下方-のはずみ (

弾力性)とbot妙 を空間-押し上げるようなスタイルで,

休全体が伸展しないという点で西洋舞踊の跳躍とは異な

った,いわゆる重心を定位に保持した -ジャンピング,

であり,空中へ飛粕する qfloot浮かぶ一運動の性格と

は異なったものである点で特色を有しているといえよう｡

クライマックスの躍動感を盛りあげ,軽快な中にカ色

感をみせる技としての妙味といえよう｡

Ilo)手首まわしと手首振り

｢道行口説｣の †我が敵に急ぎ引合ち"のところで,

¶二段バネ"動作をしたのち.トントンと足拍子を打つ辞

間,両手首を体前で揃えてあげたまま. †タルクJL,I)'

と手首を内側へ果早くまわす動作がある｡フイルムから

の図ではうまく採取できなかったが図6-④⑥は.･この

瞬間の峯勢を示す｡

また,｢沖の鴎と見紛ふや｣のところで.左,右と1

歩ずつふみだしなから.両手を左右に開いたり体前-鍋

じたりしたのち,終りの tt右足をだ し左足を右足横に

だして基本立 ち" になる一連の動作の中で, .右足を

だす"と同時に.両手を体前で尭早く qタタタ"と上下

に振るq手首ふり"動作がある｡ (図9-①⑳),この

技は具体的に示すことができず,今後の課題にしたい｡

これら, 一手首まわし" 一手首ふり,ち,歌詞の意味

と必ずしも合致した振り (動作)としてとらえることは

むずかしいが.動作の一連の流れの終止部分のアクセン

ト的技として,特徴ある妙味と.タイミング (間)のとり

り方の魅力と,力性の強調として生みだされた茂であろ

うと思われる｡

tll)小走り (running)

摺り足歩行を基盤とした踊り形式であるので 【走る'

という, qrun廿の方法をステップとしてとり入れたと

は考えられないが.ここでは, 【走っているような歩の

運び付という運動のスタイルをもたせていると考えたい｡｢

万歳かふす師｣の細子頑を体前にすえて qす-つ分と移

動して右に旋廻する方法｣切り返しして同じく細子頭を

休前にすえ舞台中央奥方向-.tTす-つ"と前進する

方法が.この ■小走り'であるが,先述したように,こ

の歩法は重心を定位に,膝をまげて ｢習り足早歩き"で

あり,西洋的な qrurl'的方法はないという特性をもっ

ているといえよう｡

また,両膝をまげて坐り,新手頭 (右手)と左手を左

右に尭早く振りながら.膝まげ坐り姿勢のまま qタッタ

ッタッタッ"と前進する動作も. -小走り"動作のよう

であるが,郷子が首を振りふり,つき進んでいく表現を

効果的にしているようである｡この方法も床を摺りなが

らも*摺り足早赤き"と同じスタイJL,をもつものといえ

よう｡一応ここでは, tt小走り"という表現を付 してお

きたい｡

(12I足 拍 子

｢通行口説｣の最後の部分と. 【それから下り下り来

て ¶ェィ/"の足拍子は, ｢口説｣踊りのしめくくり

の曲の調子が強くでる場面であり,いわゆる tt男踊り廿

(二才踊り)の最後の一節のしめくくりであり,力強さ

を表現している｡

｢万歳かふす野｣では,獅子頭をもち.この足拍子 (

トントン)が,･踊りはじめと踊り終りにあり,前方へ進み

足拍子をふむ,などと ●力強さ"をより強調する十種の

アクセントとして一連の動きの終止部に使われている｡

｢うふんしゃり節｣でも.両手で袖口をつかみ,足拍

子をふむ技があり. I両足踏切前方とぴ"の後に再び足

拍子をふむなどと遊動の終止部に使われる動作である｡
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14)動きのリズム,速度,方向'長さ'故弱

｢退行 口説｣の歩行 (step) は約lo-12コマで 1秒

間に1.5歩前進する速 さである｡

｢万歳かふす節｣の歩行は約18-20コマで約 1秒程度

の速さでステ-)プされるo

｢うふんしゃり節｣の歩行lお7コマで約2秒に1渉の

ステップで行なわれる｡

｢せんする貯｣は7-9コマで約1秒間に2歩のステ

ップで行なわれているとみることができよう｡

これらの歩行の長さでもほぼわかるように,踊りの速

さは, ｢うふんしやり野｣がゆるやかな速度で, ｢万歳

かふす呼｣｢通行口説｣｢せんする節｣と歩行速度の早
い頓となっているようである｡

ここで.表現動作 (遊動)に焦点を当ててみることと

しょう｡

◎ ｢通行口説｣は,図 1-㊨㊥は右手を押 しあげなが

ら前進する動作で, q構え-前進一男立ち"までが約9

秒｡図 1-㊨⑧の '万歳姿に"は約 5秒,図 2-(D㊥ I

椿 と' ｢杖とlこ"は左横,右横-の動作が,各約 3秒で

ある｡図3-(享X参 ｢編笠深く顔かくち"は約10秒,図3

-㊨ ■立ち出でで の前方-のつき出し動作が約 3秒｡

図4-①⑧の ¶平良やカの左手左足をあげ下ろす動作は.

約2秒である｡図5-(む㊥の tl行 く末吉の"約3.5秒 q

和神に"は約8秒,図6-㊨-㊨ *我が敵に急ぎ引合わ

し'の t二段′ヾネ'は約1.5秒で tt政に'は約4.5秒の

長さである｡図7-⑳㊥ '登て社境に願立てて"は約4

秒の長さ｡図7-㊥㊥ t'真南に向かいて'は約2秒. tt

眺めれば廿は約3秒の長さである｡図 9-㊨ 'eyi廿の

足拍子動作は約1秒となり.一連の動きのまとまり (フ

レーズ)は約10秒程度で,l劫作 (振 り)の長さは1-

3秒の長さで,動作は速 く短かいものと解 されよう｡

◎ ｢万歳かふす節｣は,動作の長さおよびひとまとま

りの動きの長さは,図12-⑳｢㊨が各約3秒. 【切り返

し"助作図13一㊥㊨が約2秒 ,図16-(至Xi)が約0.7秒,
㊥の右側へ小走 りでの旋楓は約 2秒,図20-㊨-㊨の ¶

今Elも 明ElもIは各約 2秒であり,これらのことから

動きの速さと.動作の短かさがはば解釈できよう｡

㊥ ｢うふんしゃり貯｣の動作は,図22-①一㊨までの

q=垂ガマク'動作は,l右ガマク" ｢左ガマク"の各
々の時間が約10-12秒で, ■1歩ふみだして両手を右横

へあげ.右足をあげて右膝 (ガマク)を収楢 (まげる)

するbl動作の時間が長いことがわかる｡図24-◎～㊥

の -右横と左横-の両手顔前上でかさねて,足をあげ腰

の瞬間的なひねりで前方の肘をおとして前方をみる"動

作は約3秒である｡図25-◎㊥の 一両足踏切前方とぴ■

は約1秒.図26-㊨-㊨ †切り返 し一右まわり"動作は

約8秒となり,この踊りは qとぶ廿動作は1秒だが1動

作の長さが約 1-12秒までと,時間的にわりと長い動作

を行なっているようである｡

｢せんする節｣は,図㌘～⑧◎ ¶京の小太郎がつくた

んばい"の拍手をして前方-突き進み立つ動作は約 4秒

で.図29-①㊥の t足ぶみで休前で両手こぶLを交互に

つきだす"動作は約3秒, ttシーチョン チョンの ■両

足けりあげ跳び.は,ひととびが約 1秒である｡図28-

①-④の右 ･左 ･右とこぶLを休前と右上にふりあげる

動作は約2秒である｡

踊り内容でも述べたように, ｢作品内容のクライマッ

クスであり.盛 りあがりのある緊迫した｣この ｢せんす

る節｣は.1動作および,1フレ-ズの長さが短かく,逮

いテンポの踊 りであることがみられよう｡

以上みてきたように,動作の時間が短かいことは.時

間的な速さを示し,直線的で強い動きのリズムを有 して

いることになろう｡これは. ｢かぎやで風｣に比して.

経快でねはりのある直線的なはやい動作の展開の飾りで

あり,男踊り (二才踊 り)の重丑感とカ性が表現されて

いるとみられよう｡

ま と め

本研究は序で述べたように,沖抱の踊りの表現特質を

解明する目的で行なうものである｡

今回は,男踊 り ｢高平良万歳｣にっいて検討したが,

舞踊作品の絵コマ数は8667コマで約8分 3秒の長さで

あった｡この辞柄は.作品の全体構造に示したように4

つの曲七構成された.静一助-激動 (序一破一急)の3

部構成とみられ,腐りの長さは,㊨｢道行口鋭｣は3520

コマで約3分 6秒の長さ.㊨ ｢万歳かふす節｣は1847

コマで約 1分50秒の長さ,㊨ ｢うふんしゃり師｣は1951

コマで1分50秒と ｢万歳かふす節｣と同一長さとなって

いる｡㊨ ｢せんする節｣は,996コマで55秒の長さであ

り. Q出羽' (登場)は約 5秒, l入羽" (退場)は約

9秒の長さである｡

各曲は.各々適ったもち味をもつ｡

(通行口説)

㊨ ◎michiyukikuduchiは,笠をかぶり,故を

右手に曳衣装に脚坪をはき,旅の道中の状最や道中の出

来事などを振りで表わ し,旅 こ̀出て親の仇封をする目的

を脱明するものである｡
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(万歳かふす節)
㊥manzaikafusubushiは,手に獅子頭をもって

踊るいわゆる '獅子舞竹である｡

(うふんしゃり節) (せんする節)

㊥ufunsharibushiと④sensurubushiは,

素手で踊るが.敵前で相手のすきをねらいながら踊る緊

迫感があり,特に(勤番Elの曲では,早いテンポに乗って

故を打つという迫力が.FRじられる｡

研究の方法は.フィルム (8ミリ,16ミリ.35ミリ)

に舞蹄作品の全俊を収録し,プロフィルプロジェクーに

より拡大して伽りの全体像を1-10コマ砧に描き.作品の

稔コマ数と動作の区切りのコマ数を記し,作品の全体構造

を整理した｡今蜘 ま特に,舞台上でのrtfJりフイルムとタ

イツスタイルによる踊りフイルムの2度を使用し,ある

程度の舞踊表現迎劫の特性をみる試みを行なった｡

舞踊空間は.踊りの舞台上の移動軌跡概略図lこ示した

ように, q入羽† (登場).① ｢退行口説｣は.下手奥

と上手前を結ぶ対角線上を中央よりに出 ,この対角線

の往復で飾 り,㊨ ｢万歳かふす節｣㊨｢うふんしゃり節｣
㊨｢せんする節｣は郷台中央部の前後直線で湘る｡ ¶入
羽- (退助)は,正面却 (中央前)から上手奥へ進み,

I角切り"で対角線上に立ち下手奥へ退助する踊跡 と

してとらえられ,女踊り｢諸屯｣とはば同一形式の空間

構成とみられる｡主として直線的移動で,左右のジグザ

グ線と.弧または円を描く旋廻が後半軸にみられる｡

踊りの表現形式は, ｢かぎやで風｣でみたように.'基
本立ち" (男立ち)から ｢基本立ち"へ頗る一定のパタ

-ンを有し. 巾並木立ち"～前進- q並木立ち†,～右ま

り一前進一右まわり 【並木立ち竹. ●並木立ち'-左桟

への動作一石仏への動作一石まわり- q遁本立ち".也

どとひとまとまりの動きに定形の表現形式をつくってい

るOしたがって.その他の動作 (振 り)はこの表現形式

の動きの流れのまとまりと区切りの中に組み入れられて

いる｡左横-の動作と右横-の動作の表現動作は.左右

対称的に行なわれる形式をもつ｡

渉行は.摺 りJaj歩きで,動きのU,i点は, ｢かぎやで風｣

でみたように,体の中心部 (腰部)を兆点とし腰部の収

縮と地銀によって四肢の動きが操作され,亜心を定位に

保持する安定性をもつ｡

坐る動作は片膝立てや両膝立てで行なう｡

小走りは._･li心を近位に並木の姿勢を保持した摺り足
歩行を足早に行ない,西洋鞘駒の IrurI"と質を異にす

る｡

足のあげ方は膝を90度の高さに曲げ.足先は上-向け

る｡伸び切ってt-J;1万や側方へあげることはない｡

顔 (面)の向きは,常に約万-向けられ.首を左右に

曲げきったり,炎上,兵下を向かない｡頗 (面)の向き

は頭部の中心軸と両村の水平線を結ぶ三角形を保持 し,

身体の向きの方向- 什面カケ"をする｡但し. ｢うふん

しゃり節｣と ｢せんする節｣は.内容にもあるように,

敵前で師りながら政から目をはなさないですきを伺うと

いう緊迫感があり,体の向きと面の向きは必ずしも一致

しない｡このために,膝使いによる動きのアクセントや,

腰のひねりが多く使われるという独特な技を生み出して

いると思われる｡

手を握ってこぶしそつくり,前方-突きだしたり.ま

わしだす力性の手の技法をもつ｡

動きの終止部分にトントンと †足拍子-を打つ (床を

ふむ)動作があり.力強い,直線的な表現形式をもつ｡

什両足でふみ切って前方へ跳ぶ"動作,および, ●両

足をけりあげて跳ぶ動作'は,クライマックスの ｢うふ

んしゃり貯｣と ｢せんする節｣にあり.床に執着した歩

行を主とする刷り形式のダイナミック･ラインとして躍動

感を表現している｡

動きの絹低の水準は,膝っきの低位の動作と.腫まげ

の中位の動作,跳ぶ動作の蒔位の劫作があり.高低の変

化のある踊りとして特徴づけているとみられよう｡

1動作の時拭=ま短かく.一速の動きのまとまりも短

いことから.速 く,強く,直線的でlJズミカルな踊りと

阜られ.略に 【二iliガマク"の動作は,l動作が8秒と

長く,ゆっくりねはって行なわれる技の特徴とみられる｡

基本的な迎劫のスタイルの性格 (errort-shape

wards)は.glide-direct (すーっとすべるような

直線的性格)press～directwithstrong(直線的に

強く押える)wring-strong(裁く矧珂的にねじる

ひねる,まげる)dab-dir∝twithquick(直線的

に早 く軽く打つ.7テる突く),flick-quick(累早

く軽く打ち払う),punch-quick (糸早く打つ,足

拍子,拍手,手を突く)の6鹿に分離されるが,周り動

作が,direct,quick,strongboundの性格をもつこ

とから.女脚 りのS】owでrlexible.lightの動きと質

的な相超かみられる｡

付 妃

本研究をすすめるIこ当って多大など協力と助言をいた

だいた琉球邦踊家島袋光裕氏に対して紙上をもって厚く

お礼を申しあげます｡デ-タ各段に当った沖縄キl)スト

教短期大学の国吉典紀子先生.那欄工兼高校の宮城米子

先生に対 して感朗の忠を表します｡
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